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積水化学グループについて



サステナブルな社会の実現に向けて、
LIFEの基盤を支え、“未来につづく安心”を創造します。
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“ESG経営” 概念図

「当社グループの持続的な成長」と「サステナブルな社会の実現」の好循環
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事業ドメイン
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※●・・・住宅カンパニー / ●・・・環境・ライフラインカンパニー / ●・・・高機能プラスチックスカンパニー / ●・・・コーポレート
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各事業ドメインが社会にもたらす価値
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SEKISUI環境サステナブルビジョン2050
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ゴール実現までのロードマップ

「気候変動」「資源循環」「水リスク」の３つの環境課題毎に2050年に向けたロードマップを策定し、マイルストーン達成に向けて取り組みを実施。
各環境課題の解決が“生物多様性が保全された地球”の実現につながる。
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環境中期計画における経営戦略上の強化点
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TCFD/TNFDレポートでの開示について
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・
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・
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TCFDおよびTNFDレポート開示における意図

気候変動およびNature課題に起因する企業リスク
について、包括的に議論したい。・・＞新しい戦略を伝える

気候変動およびNature課題に対する開示では
各々のガイドをふまえるべき。・・＞現状の認識を伝える

１つのレポートとしての発行

１つのレポート

別々のガイド

別々のガイド

共通の序文

共通のまとめ
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[伝えたい事項１]ＣＮを目指すための加速戦略ー資源循環戦略による後押しー

■2023年3月 気候変動の緩和に対する取組の加速

2℃目標 から 1.5℃目標 への前倒し

■2023年４月 資源循環戦略の公開

イノベーション：炭素循環、CRなど
原料転換 ：再生資源活用
廃棄 ：マテリアルへの再資源化

自社の
資源循環
ロードマップ

自社の
GHG排出ゼロ
のロードマップ

炭素循環、SCOPE3の
GHG排出量削減
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[伝えたい事項２] 気候変動課題と他環境課題との相関を認識した上での戦略

1.5℃シナリオへの見直しにともなった気候変動リスクのインパクト分析

① ②

① 気候変動課題以外の
環境課題からの間接影響
評価を強化

② 各リスクに関しての
環境課題の相関分析
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[伝えたい事項３] シナリオの見直しによる分析ーシナリオにおけるネイチャー側面影響因子の検討ー

ネイチャー側面影響因子
現行の取組の充足性確認

将来にわたる取組の方向性確認
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[伝えたい事項４] Natureに対する現状認識と評価

リスク大の４つの事業についての
LEAP分析手法を用いた現状認識

生産事業所、事業、サプライヤーに
関するNatureリスクの一次スクリーニング
はこれから実施
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TCFDおよびTNFDレポートによる開示の意義

・ 「対 投資家］ガイドにしたがって開示することで
株主・投資家に対して企業のサステナビリテイを示すことができる

・ [対 企業経営] シナリオ分析を行うことで長期目線でのリスクを把握できる

・ [対 企業経営] 経営戦略、施策の妥当性が再確認できる

気候変動以外の環境課題影響も包括的に認識した上での
将来シナリオ想定により、より有効な解決策を見出せる
⇒ 経営戦略へのフィードバック

・ [対 企業経営]

・ [対 従業員] ストーリーのある開示により、気候変動およびNature課題に対する
理解が深まる

・ [対 従業員] 環境課題解決のための強化点に対する社外ステークホルダーの
評価によってモチベーションが高まる⇒挑戦行動の発現、人的資本の
価値向上につながる
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